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倉敷埋蔵文化財センターは、倉敷市における埋蔵文化財保護の拠点施設としてt平成

5年 4月 に開館して以来、今年で 7年 目を迎えました。この間、開発工事に伴う発掘調査

や各種講座・講演会など、様々な事業を通して埋蔵文化財に対する知識の普及啓発を図つ

てまいりました。

倉敷市においても、長引く景気低迷に伴う開発速度の鈍化により、ここ数年埋蔵文化

財に係る開発工事の数は減少する傾向にあります。こうした影響を受け、平成 10年度の

発掘調査事業は、6件の確認調査を実施したにとどまりました。しかしながらこのこと

は、開発により破壊・消滅していく遺跡の数が少なくなったことも意味しており、現在の

憂慮すべき社会情勢とは裏腹に、遺跡保護の観点から見ればむしろ喜ぶべき状況と言え

るのかもしれません。

普及啓発事業としては、ほぼ前年度並の講座等を実施したほか、年度末には企画展『発

掘された岡山の近世城郭』を開催いたしました。ややテーマが絞 られたものではありま

したが、期間中には二千人を越える入館者を数え、また、関連行事である講演会や講座に

は、遠く県外からの参加者も数多く見 られるなど、好評のうちに終えることができまし

た。

本年報は、平成 10年度に実施した発掘調査事業並びに普及啓発事業の概要をまとめた

ものであります。埋蔵文化財保護行政の一助として、また、埋蔵文化財に対する一層の

理解を深めるために、いささかでも役立つものであれば幸いに存じます。

最後になりましたが、事業の実施にあたり、ご指導ご協力を賜 りました関係の皆様に

厚くお礼申し上げますとともに、今後ともよリー層のご支援を賜 りますようお願い申し

上げます。

倉敷埋蔵文化財セ ンター

館 長  武 田 俊 宏

平成 11年 7月 31日



例 言

1。 本書は、倉敷埋蔵文化財センターが平成 10(1998)年度に行った、埋蔵文化財保護行政の概要に

ついてまとめたものである。

2。 発掘調査は、倉敷埋蔵文化財センター主任福本明・鍵谷守秀・同学芸員小野雅明 0藤原好二・片岡

弘至が担当した。

3.調査事業報告において、調査報告としているものについては本報告をもって正報告とする。

3.本書の執筆は各担当者が分担して行い、調査事業報告についてはそれぞれ文責を記した。全体編

集は鍵谷が行った。

4.出土遺物の整理は倉敷埋蔵文化財センターで行い、整理にあたっては、内田智美・大江久仁子・

三宅利恵子・洲脇奈奈の協力を得た。

5。 調査地位置図で使用した地形図は、倉敷市発行の50,000分 の1の都市計画図を縮小したもので

あり、その他の位置図に使用したのは、倉敷市発行の都市計画図を複製または縮小したものであ

る。

6.本書に関する実測図 0写真・遺物等は、全て倉敷埋蔵文化財センターで保管している。
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I組 織

埋蔵文化財センターは、生涯学習施設であるライフパーク倉敷の中の■施設として、市域内の埋蔵

文化財に係る業務を一括して担当している。1998年度における埋蔵文化財センタァの組織及び人員

は下記のとおりとなっている。               |

倉敷埋蔵文化財センター機構図

倉敷市教育委員会 生涯学習部 ライフパーク倉敷 市民学習センター

教育センター

科学センター

〃            〃

〃    学 芸 員

〃            〃

〃            〃

〃            〃

〃            〃

〃   嘱 託
〃   臨時職員
〃            〃

〃            〃

平成 10年度 埋蔵文化財センター運営協議会

会 長  間壁 忠彦 (学識経験者)
副会長  河本  清 (  〃  )
委 員  中田 恭雄 (小学校校長会代表)
〃   森上 敏夫 (中学校校長会代表)
〃   梶原  巧 (高等学校校長会代表)
〃   古谷野寿郎 (学識経験者)
〃   池田三重子 (  〃  )
〃   宮回 公子 (  〃  )

ライフパーク倉敷 所長
埋蔵文化財センター館長

〃    主 任

能登 康行
武田 俊宏
福本  明
鍵谷 守秀 (科学センター学芸員兼務)
小野 雅明
綾野 早苗
藤原 好二
中野 倫太郎 (文化財保護課学芸員兼務)
片岡 弘至
内田 智美
大江 久仁子
三宅 利恵子
洲脇 奈奈

(職名等は 1999年 3月 31日現在)
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Ⅱ 事業の概要

1.埋蔵文化財センター運営協議会

(1)協議会 平成 10年 6月 26日 (金)会 場 :ライフパーク倉敷「第 3会議室」

議 事  1.平成 9年度埋蔵文化財センター関係事業報告について

2.平成 10年度埋蔵文化財センター関係事業計画について

3。 先進地視察について

4。 その他

(2)視 察 平成 10年 8月 26日 (水)～ 8月 27日 (木 )

愛媛県松山市・今治市 (愛媛県立歴史民俗資料館・松山城・松山市埋蔵文化財セン

ター・藤山歴史資料館・今治城ほか)

2.調査事業

(1)発掘調査  今年度は全面発掘調査はなく、確認調査6件、立会調査 16件を実施した。このほか

に、開発面積が 1,000」 を越える事業についての事前協議は83件で、やや減少傾向

にある。

(2)分布調査  前年度に引き続き児島地区を中心として行ったほか、遺跡地図作成に伴い玉島地区

の補足調査を実施した。

3.普及・啓発事業

(1)企画展・講座

タ イ トリレ 開 催  日 回数 延べ人数

春の遺跡見学会

親子ふれあい隊

夏休み親子考古学教室

古代の食卓

弥生のムラを掘る

近世城郭発掘物語

企画展「発掘された岡山の近世城郭」

98.5。 9

98.5.1705。 31・ 6。28

98。 7.2907.30

98.10。 24010.31

98。 11.6・ 11.13011.20

99。 2.2102.2803.7

99.1。 23-99。 3。 14

1回

3回

2回

2回

3回

3回

61人

45人

24人

39A

93ノ、

130ノ、

2,214人

(2)報告書等の刊行

倉敷埋蔵文化財センター年報 5 -1997年度―
A4版 本文 52P 700部  1998年 7月 刊行

船倉貝塚 一倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告第 8集―
A4版  本文 102P 図版 21P 700部  1999年 3月刊行

倉敷市遺跡地図 (玉島地区)

A2版 本文 24P 100部  1999年 3月刊行
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(3)貸出資料

年 月 日 貸 出 先 資 料 名 点数

平成 10年

4月 10日 広島県立歴史民俗資料館 大崎廃寺

秦原廃寺

軒丸瓦

モノクロフ
゜

軒平瓦

モノクロフ
゜

軒丸瓦

モノクロフ
゜

1点

1点

1点

1点

1点

1点

10月 15日 伊部コミュニティハウス 弥生土器

須恵器

壺形土器

器台形土器

鉢形土器

台付壺形土器

3点

1点

1点

1点

10月 30日 岡山県山陽高等学校 縄文時代

弥生時代

土器片

石 器
骨角器・獣骨

耳飾り

高 杯
甕

石包丁

6点

8点

5点

1点

1点

1点

1点

11月 5日 矢掛町立矢掛中学校 縄文時代

弥生時代

復元品

土器片

壺形土器

高 杯
鉢形土器

石 器

7点

1点

1点

1点

10点

平成 11年

2月 2日 倉敷市市史編纂室 日畑廃寺 軒丸瓦

モノクロフ
゜
リント 占

ハ

5.利用者数

展示・講座等を含めた今年度の利用者数は下表のとおりである。開館日数295日 に対し入館者数

は12,783人で、1日 平均43.3人が利用していることになる。総利用者数は前年度比マイナス7%で

あつたが、開館以来続いていた二桁の減少率にようやく歯止めがかかった形となった。

【平成 10年度利用者集計表】

月 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 3 合計

開館日数 25 26 25 26 26 24 26 23 23 23 23 25 295(日 )

入
館
者
数

一般 404 718 384 452 741 321 578 578 269 495 687 534 6,161(A)

児 童 445 1,662 558 555 838 194 484 704 170 169 298 545 6,622(A)

合計 849 2,380 942 1,007 1,579 515 1,062 1,282 439 664 985 1,079 12,783(ノ )ゝ

θ



Ⅲ 普及・啓発事業報告

1.企画展「発掘された岡山の近世城郭」

会  期 平成 11年 1月 23日 (火)～ 3月 14日 (日 )
会  場 埋蔵文化財センター「展示室」
対  象 一般
入 場 者  2,214人

今年度の企画展は、近年の発掘調査で多くの成果が

あがり注目を集めている岡山県内の近世城郭にスポッ

トをあてて行った。

県内には岡山城・津山城・備中松山城・下津丼城と四

カ所の近世城郭が築かれているが、各城ごとにその歴

史及び特徴を端的に示す遺物を選んで展示した。調査

で出土した遺物は瓦や陶磁器など比較的地味なものが

多いが、岡山城の「金箔瓦」や津山城の「剣大文字入り

茶碗」など見学者の興味を引くものを展示するよう配

慮した。

今回の展示は発掘調査の成果展的な性格の強いもの

であつたが、県内の4ヵ 所の近世城郭の調査成果をまと

めたものとしては初めてのもので、一般の方とともに

専門家の来館も多かったようである。

2.企画展関連行事

1)講演会 「考古学から近世城郭を探る」

講  師  中井 均
日  時 平成 11年 1月 30日 (土 )
会  場  ライフパーク倉敷「中ホール」
対  象  一般
入 場 者 90人

一般の方にはやゃ難解な近世城郭について理解して

もらうために、織豊期城郭研究会の中井 均氏に講演を

いただいた。

近世城郭とは何か、から始まりその成立・発展の過

鐵 酵
絋務
挽嬢
滋勒|

イ



程を考古学的成果を中心にお話いただいた。話題が豊

富で語 りも軽妙であったため、受講生か らは「難 しい

内容だが、わか りやすかった」と好評であつた。

2)講座

冒毒   自雨

「近世城郭発掘物語」

第 1回 乗岡 実
「岡山城の発掘調査」

第 2回 平岡正宏

「津山城の発掘調査」

第 3回 森 宏之
「備中松山城の発掘調査」

平成 11年 2月 21日 028日・3月 7日 (土 )

ライフパーク倉敷「中ホール」

一般

130人 (延べ人数 )

日  3寺

会  場
対  象
受 講 者

企画展関連講座として、県内3カ所の近世城郭の調

査成果について、実際に調査を担当されている方々に

よる講座を行った。

1回 目は、岡山市の乗岡 実氏に岡山城の発掘調査に

ついてお話いただいた。現在みられる岡山城がどのよ

うな歴史的過程をへて成立したのか、発掘調査のスラ

イ ドをまじえて話された。調査中のエピソー ドなども

あり、楽しく聞けるものであった。

2回 目は、津山市の平岡正宏氏による津山城の調査

成果についてであった。調査は昨年始まったばかりで、

まだまだこれから多くの成果が期待できるものである

が、企画展の直前に実施された備中櫓の発掘調査など

展示には間に合わなかった最新の情報を聞くことがで

きた。

3回 日、高梁市の森 宏之氏のお話は備中松山城の調

査成果だけでなく復元整備についてのものであった。

松山城は山城であり、それに伴う調査中や復元工事に

際しての苦労話など貴重なお話を聞くことができた。

また、調査から復元にいたる様子をまとめたVTRも 好

評であった。
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3.一般講座

1)春の遺跡見学会③
～鬼ノ城跡～

講  師  前角和夫・松尾洋平
日  時  平成 10年 5月 9日 (土 )
対  象  一般
参 力□者  61人

春の遺跡見学会は今年で 3回 目を迎え、今回は、総

社市の鬼ノ城を訪ねた。

鬼ノ城は、吉備のなかでも著名な古代山城であり、

近年整備に伴う発掘調査により、城門跡等多くの遺構

が確認され、復元されている。参加者は、実際に調査に

携わった総社市教育委員会の担当者から、調査の様子

や整備事業の様子について、説明を受け、熱心にメモ

をはしらせていた。次第に解明されていく古代の山城

へのロマンは尽きることなく、たいへん好評な見学会

であった。

親子応ヽれあい隊

～土笛をつくろう～

師 鍵谷守秀・片岡弘至
時  平成 10年 5月 17日・31日・6月 28日 (日 )
場  埋蔵文化財センター「遺物整理室」
象  小学生と保護者
講 者  90人 (延べ人数)

ライフパーク倉敷内の 5セ ンター共同で行っている

親子向けのこの講座は、今年で 5回 目を数える。

当センターでは、昨年同様に、焼成の必要のない「は

にわ粘土」を使って、古代の土笛づくりを行った。

土笛の成形は、案外簡単にできたが、なかなかうま

く鳴らせない。ビール瓶を吹く要領で、息を吹きかけ

れば「ポーッ」と音がでるのだが、最近の子どもはこの

ような遊びをしないためか、音をだすのに苦労してい

た。

2)

講

日

会

対

受

δ



夏休み親子考古学教室

時 平成 10年 7月 29日 (水 )・ 30日 (木 )
場  埋蔵文化財センター・少年自然の家
象  小学校高学年と保護者
講 者  48人 (延べ人数)

1日 目は、古代の火おこしの道具「まいぎり」づくり

に挑戦した。材料となる板材の加工はなるべく少なく

なるよう配慮しているが、保護者の大半が母親という

こともあり、製作にはかなり苦労しているようだった。

2日 目は、前日作った「まいぎり」でそれぞれ火をお

こし、土器を使ってご飯炊きとみそ汁づくりを行った。

ご飯には赤米を混ぜ、みそ汁の具はサヌカイ ト製の石

包丁で切るなど、少しでも古代人の気持ちに近づける

よう工夫した。

炎天下での作業であったが、出来上がったご飯を食

べ、みそ汁を飲む子どもたちの顔はどれも満足そうで

あった。

4)古代の食卓

講  師 河本 清「発掘成果に見る吉備の食文化」
畑 明美「古代食を楽しむ」

日  時  平成 10年 10月 24日 031日 (土 )
会   J易  ライフパーク倉敷「視聴覚ホール・調理実習室」
対  象  一般
入 場 者  39人 (延べ人数)

古代の人々は、どんな食卓を囲んだのだろうか。

「食は命の源」と言う。古代の人々は、自然の恵みを

大切に生かし、豊かな食文化を築いていた。飽食の時

代の今、古代人の知恵と工夫を学び、食の原点を見直

し、現代に生かす一助とした。

くらしき作陽大学教授河本氏に最新の発掘成果によ

り明らかにされた古代の食文化について講演頂いた

後、同畑教授の指導で赤米、猪肉、エゴマ、鮒鮨、塩納

豆、トチ餅などの調理・試食を行った。

の

日

会

対

受
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5)弥生のムラを掘る

講  師 第1回 高畑知功

対  象
受 講 者

「瀬戸内の弥生集落」

第 2回 江見正己

「上東遺跡とその周辺」

第 3回 伊藤 晃
「上東遺跡発掘調査見学」

平成 10年 11月 6日 013日 020日 (金 )

ライフパーク倉敷「視聴覚ホール」

上東遺跡発掘調査現場

一般

93人 (延べ人数)

今回の考古学講座では、弥生のムラをテーマとし、

岡山県を中心とした弥生集落の調査成果について、発

掘担当者の方々から講演を賜った。

第 1回目は高畑知功氏により、県内を中心とした弥

生集落のあり方や問題点についてお話いただいた。冒

頭に、今回のテーマである弥生のムラとはどのような

イメージで捉えればよいものなのかを説明され、その

実態を解明するには今後も地道な調査研究が必要であ

ると述べられた。また、岡山市高塚遺跡からこれまで

に例を見ないほど多くの貨泉が出土したことについ

て、その考古学的意義を解説された。

第 2回 目は江見正己氏により倉敷市上東遺跡とその

周辺について、最新の発掘調査成果を交えてお話いた

だいた。これまでに上東遺跡で検出された遺構につい

て説明され、ごく最近に発見された波止場状遺構にも

ついてふれられた。また、県南部の主要な集落遺跡に

おける時期ごとの住居跡数の推移を比較し、その違い

について指摘された。

第 3回 目は上東遺跡の発掘調査現場を訪ね、検出さ

れた住居跡、土墳、溝、甕棺墓等を間近かに見ることが

できた。伊藤 晃氏による説明により、複雑に切り合っ

た遺構を見学した後、出土した様々な遺物を見せてい

ただいた。

時

場

□□
　
△
〓
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4.ライフパークの集い

ドキ ドキ 1発掘体験

時  平成 10年 8月 23日 (日 )
場  埋蔵文化財センター「遺物整理室」
場 者  344人

「縄文土器かな ?いや、弥生土器だよ |」「はにわもあ

るよ l」 等整理室に響く子どもたちの声。発掘体験の

一コマである。

夏休みのイベント「ライフパークの集い」に合わせ

当センターで実施した発掘体験は子どもたちに大変好

評であつた。砂箱の中にレプリカの土器や石器を埋め

て、竹べらでほりだしてもらうというイベントを企画

した。一人で何個も発掘する子、出てきた遺物がわか

らず戸惑う子、各々の子どもたちがそれぞれ初めて手

にする土器や石器の感触を楽しんでいた。

夏休み親子考古学教室写真展

時  平成 10年 8月 23日 (日 )
場  埋蔵文化財センター「展示室」
場 者  344人

親子考古学教室の紹介を兼ね、パネル写真展を行っ

た。今年は、「まいぎり」作りと、土器によるご飯炊き

を行った様子を写真で展示した。

当日は、講座の参加者が親子で訪れ、写真に見入っ

たり講座の思い出話をしたり、自分たちの写真を見つ

けて喜んでいた。また展示の後は、希望者に写真パネ

ルをプレゼントし、とても喜んでもらえた。

真夏の思い出の 1ペ ージを飾る講座として、子ども

たちの心に深く残る展示であつただろう。

↓

日

会

入

幼

日

会

入
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Ⅳ 調査事業報告

1998年度調査一覧表

No. 遺 跡 名 調 査 地 調査原因 区別 調査期間 備 考

1 酒津一水江遺跡 水江字花光地1番外 大規模小売店建設 立会 98.5。 7 遺物・遺構無し

９
″ 湾戸遺跡 福田町福田嶽ノ下 道路改良工事 立会 6。9

０
０ 大池南遺跡 児島上の町3145番地 宅地造成 確認 6.17 備前焼片

4 広江・浜遺跡 広江1丁目2788番地先 下水道管埋設工事 立会 7.22

中袋遺跡 二子 水道管埋設工事 立会 7.23 遺物・遺構無し

6 上東遺跡 上東781-1番地先 道路改良工事 立会 8.18

原改市遺跡 玉島富102番地先 水路改修工事 立会 8。 19

8 北面丸山貝塚第7群 連島町連島字北面平 道路改良工事 立会 9。3-9.5 貝層確認

9 仙随山遺跡 児島田の口899外 残土置き場設置 確認 9.29～ 10.1 遺物 0遺構無し

10 亀山遺跡 玉島八島2940外 道路改良工事 立会 10.16～ 10.20 貝層確認・亀山焼

酒津一水江遺跡 水江地内 道路改良工事 立会 10.30 遺物・遺構無し

９

″ 酒津一水江遺跡 水江地内 道路改良工事 立会 11.5

つ
０ 中出貝塚 曽原地内 道路改良工事 立会 11.5

14 五日市西貝塚群 五 日市428～ 660番地先 水道管理設工事 立会 11.6

桜の堤 玉島阿賀崎27751番地先外 水路改修工事 立会 11.16

16 曽原窯跡群 曽原字ミノコシ1063 森林公園建設 確認 12.15～ 12.16 遺物・遺構無し

上東遺跡 下庄字歩取1532外 物流センター建設 確認 12.17 弥生土器

18 有城貝塚 有↓成274～358番地 水道管理設工事 立会 99。 1.26 遺物 。遺構無し

19 下津丼城跡 下津丼11035 学術調査 確認 2.19～ 3.30
柱穴・枡状遺構

配石遺構・溝状遺構

20 鳳山遺跡 天城台1丁目4-3番地先 下水道管埋設工事 立会 3.3 遺物 ◆遺構無し

，

“ 川子岩遺跡 藤戸町天城1092番地外 水道管埋設工事 立会 3.9

，

″ 寒田瓦窯跡 玉島陶77210775-1 道路新設工事 確認 3.24～ 3.30
瓦片・須恵器
中世土器
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き た も ま る や ま

北1匿乃tμノJヨ塚第 7群麟調査結
調 査 地 連島町連島
調 査 原 因 道路改良工事
調 査 期 PB5  980905 調査担当者 小野・片岡

遺跡の概要 北面丸山貝塚第7群は連島町に存在する遺跡である。この遺跡は、大平山の北側の山

裾に位置する。大平山の周辺は、近世まで海が入ってきており、山が一つの島を形成していた。この

山の北側の山裾は、古くは海岸部分にあたり、人々の居住地となり、多数の貝塚群が形成されている。

調査の概要 本調査は、道路改良に伴い実施した立会調査である。調査は、道路の南側の法面にコ

ンクリート擁壁を設置するため、法面を削った後に、断面観察を行った。法面に沿って造成されてい

た畑の石垣を取り除いたところ、貝層の一部が確認された。法面断面の状況は、地表下約20cm程度

が畑の旧耕作土となっており、この層の直下に厚さ10～ 20cm程度の混貝土層が存在している。貝層

内の貝の種類は、ハマグリ・カキを主体とするものである。しかし、検出された貝類はいずれもこぶ

りの貝殻である。貝層の下層は、厚さ40cm前後の黄褐色土の自然堆積層となっており、以下は明黄

褐色土の地山となる。

今回の調査では、貝層が確認されたものの、土を多く含む混貝土層であり、純貝層は検出されてい

ない。周辺の地形から、純貝層が存在する場所は、道路南側の畑の跡地に残っている可能性が思慮さ

れる。また、混貝土層は、東側で若千厚くなっているため、東端が細い農道で切られているものの、

さらに東の民家の敷地内にも続く可能性がある。なお、この場所の北側は、道路の法面の段になり、

その下方は住宅の段となっており、1.5m以上の標高差があり、貝塚の存在の可能性はないと考えら

(片岡)
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亀山磨劃勁け会調査報告

遺跡の概要 倉敷市西部、玉島八島の丘陵地帯には、亀山焼窯跡群、中世貝塚、墓跡など中世を中

心とした遺跡が集中している。これらの遺跡群を総称して亀山遺跡と呼んでいる。遺跡範囲の北部一

帯が山陽自動車道建設に伴って調査され、亀山焼窯跡 6基、灰原、土器溜りなど窯業関連の遺構や掘

立柱建物、墓跡、貝塚などの生活遺構が検出されている。また、平成9年 (1997年 )には、今回の調査

地点の西約 100mの ところにある亀山窯跡群 9号が、市道改良工事により窯体の断面が露出するこ

とになり、立会調査が行われている。

調査の概要 調査地は、倉敷市史跡に指定されている亀山焼窯跡群のある神前神社境内の北東約

200mの地点である。市道改良工事により、道路南わきの段々畑の断崖面を削った際、ハイガイを主

体とする貝層が露出したため断面の記録を行った。1・ 2層は耕作土、3～ 7層 は新しい時期の造成土

である。8・ 10・ 11層 の混貝土層は、貝殻の含まれる密度が薄く、破砕貝が多いため二次堆積の可能

性が強い。12層 も全体としてみれば混貝土層であるが、貝殻の含まれる密度が極めて薄く、ムラが

あるため 13・ 14層 も含めて二次的に運ばれてきたものと思われる。15層以下の土層は特に攪乱を受

けたようすもなく、保存状態のよい堆積層といえる。15層は貝殻の含まれる密度が比較的濃い黒褐

74

か め や ま

調 査 地 玉島八島2940～ 3455-1

調 査 原 因 市道改良工事
5周 :奎[芽明FB5  981016-981020

調 査 面 積  10ゴ

調査担当者 小野・藤原・片岡

貝層検出状況 (北東から)

調査地位置図 (S=1/5,000) 調査地位置図(S=1/1,000)



8.5m

1・ 2黄灰色土 (耕作土) 6.に ぶい黄橙色土
3明黄褐色±      7橙 色土

4.橙色±        8.灰 黄褐色混貝土

5に ぶい黄褐色±    9.灰 黄褐色土

10・ 11灰黄褐色混貝±  15黒 褐色混土貝
12.にぶい黄褐色混貝±  16灰黄褐色砂質土
13.灰黄褐色±     17.黄 灰色混貝土
14黄褐色±      18暗 灰黄色混貝土

19に ぶい黄色混貝土

20～22明黄褐色粘質土

23・ 24.黄 灰色混貝土

25.灰 白色～明黄褐色粘質土 (地山)

断面図(S=1/20)

色混土貝層である。亀山焼、土師質土器が出土している。17～ 19層 の貝殻密度は薄く、含まれる土

は黄色系の粘質を帯びたものである。出土遺物は少量の亀山焼片等がある。20～ 24層は土墳内の堆

積土で、貝層土壌がブロック状に混じる。24層を中心として亀山焼、土師質椀等が出土している。25

層は地山層で、13層 の直下付近は明黄褐色粘質土、土墳群堆積土の直下では灰白色粘質土となって

いる。灰白色粘質土は見た目がきめ細かく均

質であり、陶土あるいは窯体の材料として使

用可能かと思われる。このことから、断面観

察で切 り合った複数の土墳と判断したもの

は、粘土採掘跡である可能性も考えられる。

また、今回調査した貝層の東端には土器溜

りが存在した。この部分には大木が生えてい

たために土層観察が行えなかったが、亀山焼

や土師質土器などの遺物がまとまって出土し

た。

出土遺物 本来なら遺構・層位ごとに記述

すべきであるが、紙面の都合により器種ごと

にまとめて掲載する。

亀山焼瓦 (102)いずれも土器溜りから出

土している。1は玉縁をもつ丸瓦で、玉縁の長

さ6.O cm、 幅9.Ocmを測る。凸面には格子ロタ

タキ、凹面には布目痕がみられる。玉縁には

直径 9 mm程度の釘孔が穿孔されている。焼成

は良好で、青灰色の須恵質を呈する。2は平瓦

で、端面および側面の一部が残る。凸面には

格子ロタタキ、凹面には布目痕がみられる。

75

出土遺物 1(S=1/4)



E｀

ii言

言言言:言言言言言言::言:言言言
iF=================il,シ

ヨ

8

器表部分は灰白色～黄灰色、器内の多く

の部分は黒色を呈し、焼成はやや軟質で

ある。

亀山焼鉢 (3～ 7)3は 24層から出土し

た片口をもつ捏鉢である。体部外面には

指頭圧痕が顕著にみられる。内面は丁寧

なヨヨナデ調整が行われている。青灰色

の須恵質を呈し、焼成は良好。4～ 7は土

器溜 りか ら出土している。片 口部分が

残っているものといないものを取り混ぜ

て図化したが、全て片口を伴う器形と思

われる。4は捏鉢で、全体的なつくりは3と

同様である。器表は灰色、器内は灰白色を

呈し、焼成は瓦質である。5～ 7は体部内

面に放射状の卸し目が加えられる橋鉢で

ある。5の ように櫛描き状の卸し目をもつ

ものと、607のようにハケメ状のものとが

ある。どちらも条線は浅いが、後者はその

機能が疑わしく感じられるほどきめが細

かく浅い。体部外面には指頭圧痕がみら

れ、下端部にはヘラケズリが行われてい

る。6の 回縁端面には格子ロタタキの痕跡

が認められる。506の焼成は須恵質。7の

内面は炭素吸着のため黒色を呈する。外

面は灰白色～黄橙色を呈し、瓦質に近い

焼成である。

亀山焼羽釜 (8)土器溜り出土。須恵質

であるため、亀山焼の分類に入れた。日縁

部外面に鍔が貼 り付けられ、下方に接合

痕を残す。内面にはヨヨナデ調整、外面に

は不定方向の粗いナデが加えられている。

亀山焼鍋(9)土器溜り出土。須恵質の

口縁部小片。外面にはヨヨナデ調整、内面

にはヨコハケ調整が行われている。

亀山焼甕 (10～ 18)17は 15層 出土、他

7δ
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出土遺物 4(S=1/4)

は土器溜り出土。今回出土した亀山焼の中で最も個体数が多いのが甕である。十数個体以上あると思

われるが、一部を掲載する。10～ 15は 回縁部から体部にかけての破片で、体部外面に格子ロタタキ

が施されている。格子目の大きさは、11が 3～ 4mm、 13が 4～ 5mmで、残り4点は2～ 3mmである。内

面はいずれも同心円タタキによる調整が行われた後ナデ消されている。日縁部の形態をみると、10・

12が 回縁部が短く屈曲が強い。11の 回縁部も短いが屈曲は緩やかである。13～ 15は 回縁部が比較的

長く、屈曲が緩やかなもの (13)と 強いもの (14・ 15)に分けられる。焼成は個体によって様々で、表

面が暗灰色を呈し、瓦質に近いもの (10・ 11・ 12)、 にぶい橙色を呈し、やや軟質のもの (13)、 須恵

質のもの (14・ 15)と なっている。16～ 18は甕の底部で、16017の 体部外面には幅約 4 mmの平行タ

タキが施されている。16の平行タタキは正面に対して右下がりに斜行している。17の場合は、左下

がりの平行タタキが底面までおよんでおり、一部では右下がりの平行タタキが交錯している。16の

底部と体部の接合部分では重圧のためかヘタリが生じているが、18の ように削って調整していない。

18に は格子ロタタキが斜行して施されている。格子目の大きさは 2～ 3 mmである。

土師質椀 (19～ 21)土師質の高台付椀は 5点以上出土しているが、そのうち残りのよいものを掲

載する。19は 15層出土で、復元高台径は 5。 5 cm。 20は 24層 出土で、日径 12.8 cm、 器高 3.9 cm、 高台

径5.5cmに復元できる。21は土器溜り出土で、日径 12.Ocm、 器高 3.4cm、 高台径 5.Oclllに 復元できる。

これら土師質椀はおおむね 13世紀後半～末と推定されるが、21は後出的である。

土師質鍋 (22・ 23)土師質の鍋は少なくとも6点以上出土しているが、全て小片である。脚部も

含まれており、足鍋の存在が知られるが、図化した2点の器形の詳細は不明である。22の内面は横方

向のハケメ調整が施されている。23の内面も横方向のハケメ調整が施され、外面は縦方向のハケメ

調整が施されている。この他土師質土器では 24層から竃の破片が 1点出土している。

瓦質鍋類(24～26)器表面に炭素を吸着させ、器内部は灰白色ないしは褐色を呈する土器である。

同様の焼成で内面にハケメ状の浅い条線をもつ橋鉢もあり、注意を要するであろう。24は土器溜り

出土、25026は 24層 出土である。24・ 25の 内面はハケメ調整、外面には指頭圧痕がみられるが、詳

細は不明。26は羽釜の回縁部小片である。

上記の遺物の他に土器溜りから窯壁片が出土しており、生産遺跡からの不良品と日常生活に使用

されたものとが混じり合っていることを示唆している。               (小 野)
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メぎ也浮弱還覗笏確認調査報告
調 査 地 児島上の町 3145番地
調 査 原 因 宅地造成       調 査 面 積 4ゴ

調 査 期 間 980617        調査担当者 小野・藤原・片岡

遺跡の概要 大池南遺跡は上の町の大池の南岸、北に開く谷口に位置している。1975年 に発行さ

れた「倉敷市文化財分布図」では土師器の採集が記載されているが、調査前の踏査では弥生土器と考

えられる小破片を汀で採集している。本遺跡の周辺には弥生時代中期の製塩土器を出土する池尻遺

跡などもあり、同様の遺跡の存在が考慮された。

調査の概要 調査は遺跡の推定範囲と造成の予定範囲の重複する部分に、2m× 2mの トレンチを

lヵ 所設定して行った。ここは以前は畑か水田として利用されていたらしく、一番上には耕作土だっ

たと考えられる腐植土が 15cmほ ど堆積し、その下に鉄分を多く含む床土が堆積している。これより

下は灰黄褐色の自然堆積土が約lmほどの厚さで重なっている。この層には風化花同岩やブロック状

の明黄褐色土が含まれている。遺物としては地表下約50cm付近から備前焼の小片が1点出土してい

る。トレンチの東側ではこの層の下が花同岩バイラン土の地山であるが、西側ではさらに3層の水分

を多く含む層が堆積している。これらの一番上の層はややシル ト化した粘質土で、また最下層からは

水が湧き出している。おそらく以前は池がここまで入り込んでいたか、あるいは谷回の湿地であった

のだろう。

以上のように当初予想していた弥生時代の遺構・遺物は全く検出されず、またその他にも明確な遺

構は確認されていない。また遺物も流れ込みと考えられる備前焼の他は出土していないので、調査地

は遺跡の範囲の外側であると判断された。 (藤原)

辮
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トレンチ配置図 (S=1/5,000)



せ ん ず ιlや ま

夕用暫 J己ノ   確認調査報告
調 査 地 児島田の回899他
調 査 原 因 残土置場設置
調 査 期 FB5  980929-981001

調 査 面 積 8ぶ

調査担当者 福本・小野

遺跡の概要 仙随山遺跡は、標高277mの仙随山山頂から南へ派生する尾根の先端部およびその

西側の長惣池のある谷をはさんだ丘陵尾根一帯を中心とする範囲にあたる。遺跡周辺は、戦後に開拓

団が入植した地域で、各所で畑地や道路の造成が行われており、地形の変革を受けている所も多い。

また一部では、すでに残土が置かれている所もある。

調査の概要 今回の調査対象地は、谷部から東側の尾根の西斜面部分で、遺跡の存在状況の確認を

目的に実施した。調査は、尾根部から西側斜面にかかる地点を中心に2m× 2mの試掘 トレンチを2

箇所設定し発掘調査を行うとともに、周辺の掘削断面等の観察を行つた。尾根の西側の落ち際、北よ

りに設定した トレンチ1では、淡黒褐色の表土の下に厚さ約 10cmの流土とみられる灰黄色土が堆積

しているが、遺物等は全く検出されていない。この層の直下は、にぶい黄色粘質土、橙色粘質土と続

くが、これらは地山と考えられる。トレンチ1の南方約25mの尾根の南西斜面に設定したトレンチ

2についてもトレンチ 1と 同様、表 ` W靡 渕
土直下に灰黄色土の堆積がみられ

るものの、遺物等については全く

検出されていない。またこの層の

直下は、にぶい黄色の地山土 と

なっている。

今回の調査の結果、いずれのト

レンチからも遺構、遺物とも全く

検出されておらず、また周辺の掘

削断面等や表面調査においても遺

物等は全く見出されなかった。こ

れらのことから当該調査対象区に

おいては、遺跡は存在していない

ものと判断される。  (福 本)

須

^
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トレンチ配置図 (S=1/5,000)



曽原窯跡群確認船報告

遺跡の概要 倉敷市児島郷内地区には須恵器を生産した窯跡群の存在が知られている。窯跡は主

に福南山の北側に位置する熊坂から福江地区を中心とした丘陵斜面に築かれており、一括して児島

古窯跡群とよばれている。これらの窯跡群については、本格的な調査が行われておらず、窯の正確な

基数や年代等は明らかにされていないが、灰原等から採集される須恵器には7世紀から8世紀にかけ

てのものがみられる。今回調査を行った曽原窯跡群は、福江から盆地をはさんだ北側の丘陵地に位置

しており、児島古窯跡群の中の一つとしてとらえることができる。当該地周辺からは、おおむね8世

紀のものとみられる須恵器片や窯体片等が採集されているほか、弥生土器片やサヌカイ ト製ナイフ

形石器等も少量ながらみつかっており、窯跡以外の遺跡の存在も予想される地点である。

調査の概要 調査は、当該工事予定地のうち表面調査により須恵器片や窯体片の採集された標高

170mほ どの南向きの斜面、およびその西側で弥生土器片等が採集された尾根部を中心に、それぞれ

トレンチを設定し、実施した。調査にあたっては重機を使用し、表土等を慎重に除去したのち、主に

土層観察を中心に遺跡の確認を行った。各調査地点の概要は、下記のとおりである。

表面調査により須恵器,窯体片等が採集された地点で、南向きの斜面に沿つてトレンチ1～ 3を設

屁
ー

平
ミ

塑
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そ  ば  ら

調 査 地  曽原字ミノコシ 1063

調 査 原 因 森林公園建設

調 査 期 間  981215-981216

調 査 面 積 50ゴ

調査担当者 福本・小野

調査地位置図(S=1/5,000)



⌒   1

0                   3 cm

とからみて、周辺地での存在は十分に考えられ、今後とも注意する必要があろう。 (小野 )

22

―

7

表採遺物 (S=2/3・ 1/4)

定した。トレンチの幅は約 lm、 延長は42.5mである。調査の結果、いずれのトレンチにおいても厚

さ20cmほ どの表土の下に、厚さ40前後の黄褐色の流土の堆積がみられるものの、遺物等は全く含ま

れていない。なおこの層の直下は、風化花商岩の地山となっている。

西寄りの弥生土器片が採集された地点を中心に、尾根上に幅lm,長さ2.5mの トレンチ 4～ 6を

設定した。ここでも表土の下に厚さ20～ 70cmの黄褐色の流土の堆積が認められるものの、いずれの

トレンチからも遺物等は全く検出されなかった。この層の直下も、風化花同岩の地山となっている。

表採遺物 1はサヌカイ ト製のナイフ形石器である。長さ3.23cm、 幅 1.23cm、 厚さ0.47cm、 重さ

1.8gを測る。背面はポジティブ面 1面、ネガティブ面2面、腹面はポジティブ面 1面で構成されてい

る。二側縁調整の切出形を呈し、調整は両側縁とも腹面側から行われている。2は高杯形土器の脚端

部である。外面には凹線文がめぐり、円孔を配する。弥生時代中期後葉のものと思われる。3～ 7は

須恵器である。胎土は緻密で、全体的に灰色～青灰色を呈し、焼成は良好。3は杯蓋の小片で、天丼

部中央につまみを有する器形であろう。4は皿、5は甕の回縁、6・ 7は体部の小片である。これらの

資料はいずれも断片的であるため、時期、器種構成等の詳細については今後の資料の増加を待ちた

い。

まとめ 今回の調査の結果、いずれのトレンチについても遺物包含層・遺構等も確認することはで

きなかった。当該地周辺は、いわゆる風化花同岩地帯で、非常に浸食を受けやすい土壌であり、丘陵

斜面の広い範囲で遺物等が採集されるということとも考え合わせると、遺跡自体が流失した可能性

も否定できない。しかしながら、とくに窯跡については、須恵器片のほか窯体片も採集されているこ

l



」量゙球巧重粥笏確認調査報告
調 査 地 下庄字歩取 153-20165-1

調 査 原 因 物流センター建設
調 査 期 間 981217

遺跡の概要 上東遺跡は、足守川の沖積地に立地する弥生時代後期を中心とした集落遺跡として

知られている。従前より山陽新幹線や都市計画道路等の建設に伴う発掘調査により大規模な集落跡

や港湾施設とみられる遺構等が確認され、注目を浴びている遺跡である。しかしながら、遺跡の規模

が大きいため、未だその明確な範囲が把握されていないのが現状である。

調査の概要 今回の調査対象地は、旧国道の南側に広がる約1.6haの 水田で、従来考えられている

上東遺跡の範囲の南端付近にあたる。調査は、このうちの北端と南端の水田にそれぞれ2m× 2mの

トレンチをlヵ 所ずつ設定し、土層観察を中心に遺跡の確認を行った。調査対象地の北端に設定した

トレンチ1では、シル ト層に達する深さ約70cmま で掘り下げた。層位はほぼ水平に堆積しており、水

田耕作土を含め6層に分層することができた。このうち地表下約30cmで、厚さ約 15cmの黄褐色粘質

土がみられ、中から磨滅の著しい弥生土器とみられる小片1点が検出されたものの、遺構等について

は確認されなかった。この層の直下は、厚さ約 20cmの暗灰黄色の粘土層となり、以下は、水分を多

く含んだにぶい黄色のシル ト層が続いている。トレンチ1の南約200mの水田にトレンチ2を設定し

このうち地表下約 35cmで、トレンチ 1でみ

られた黄褐色粘質土に相当すると思われる

灰オリーブ色粘質土がみられるものの、遺

物・遺構等は全く検出されなかった。なお、

同層下面でのトレンチ 1と の比高差は約30

cmで、南に向かつて緩やかに傾斜している。

今回の調査の結果、明確な遺物包含層・

遺構等は確認されなかった。また、遺跡の

基盤となり得る暗灰黄色粘土層は確認され

たが、南に向かって緩やかに傾斜している

ことなどともあわせて、当該地においては、

河口部の湿地の中にはいっており、遺跡は

当該地までは達していないものと判断され

23

じ ょ う と う

調 査 面 積 8ピ

調査担当者 福本・小野

呈iJ古7)F11ィ |「丁三

耐ぼ
、ヽヽ、いユ

る 。 (福本)

調査地位置図 (S=1/5,000)



寒 圧″τ    確認調査報告
調 査 地  玉島陶 772-1、 775-1

調 査 原 因 道路新設工事

調 査 期 間  990324-990330

遺跡の概要 寒田瓦窯跡は、玉島陶古窯址群の東端部にあり、丘陵北斜面 (標高約50m)に立地す
る。昭和の初めごろに山裾を切り下げた際に発見されたもので、窯跡3基 (寒田窯跡群1～ 3号 )が近

接して確認されたといわれる。そのうちの1基が寒田瓦窯跡 (寒田窯跡群3号 )で、埋没して現在は確

認が困難となっている2基を含めた地番が倉敷市史跡に指定されている。窯の構造は斜面をトンネル

状に掘った有段の地下式登窯で、窯体は保存状態がよく現在でもその形状を観察することができる。

出土遺物の詳しい年代は明らかではないが、奈良時代ごろと推定されている。

調査の概要 今回の確認調査は、史跡指定範囲外の西側斜面において道路擁壁工事が計画された
ため行われたものである。この斜面は開墾時に切削された法面であるが、灰原など窯業生産の痕跡が

残存しているか否かを明らかにするためトレンチ1～ 3を設定し、土層観察を中心に行った。勾配が

約45° の傾斜地に設定された トレンチ 1・ 2では、表土下の流土に続き、法面上端には造成土がみら

れる。窯跡北側の平坦面にはかつて納屋が建てられており、その時の造成に伴うものと思われる。流

土あるいは造成土の下には法面とほぼ同じ傾斜で地山が検出された。灰原等は検出されず、流土中か

ら布目の瓦片、須恵器、中世土器片が少量出土した。法面と梅園が接する部分に設定されたトレンチ

3では、厚さ約 20 cmの 耕作土の

下はすぐ地山となっている。法

面側では土留めの石列が検出さ

れたが、灰原等は検出されてい

ない。耕作土から近代の遺物に

混じつて布目の瓦片や須恵器片

が少量出土している。

今回の調査の結果、いずれの

トレンチからも灰原・窯体など

の遺構は全く検出されておらず、

遺物も流土、耕作土から少量出

土した程度であった。これらの

ことから、当該調査対象地にお

いては、窯跡周辺に掻き出され

たと想定される灰原、窯体片な

どは完全に削り取られているも |

のと判断される。

2イ

さ  ぶ  た

調 査 面 積  5.5ゴ

調査担当者 鍵谷・小野

鱚
又

トレンチ配置図 (S=1/5,000)(小野 )



し  も つ ιl じ ょ う

薄等挙坊劇勁勢掘調査概要
調 査 地 下津丼 1103-5

調 査 原 因 学術調査
調 査 期 PB5  990219′V990330

調 査 面 積 33ゴ

調査担当者 福本・藤原

遺跡の概要 下津丼城は慶長8(1603)年 に岡山藩家老池田長政が城主となり、現在見られるような

総石垣の近世城郭に整えたとされる。寛永 16(1639)年に廃城となり、建物はもちろん石垣も角部を

中心に徹底的に破壊されている。また、絵図や文献などの史料も非常に限られているため、構造など

不明な点が多い。昨年度の調査では、天守台の東側のトレンチから廃城時の祭祀に使用されたと考え

られる遺物が確認され、一定の成果があつたが、本丸の東小日の構造については十分に確認できな

かった。そこで今年度は本丸内の遺構残存状況の確認とともに、東小日の構造把握を目的として調査

を行った。

調査の概要 トレンチ1～ 3は本丸内の遺構の残存状況を確認する目的で設定した。その結果、天

守台東側のトレンチ 1および本丸中央のトレンチ 2か らは建物の礎石などの遺構は確認されなかっ

た。本丸は戦後の一時期、芋畑にされていたそうで現在の地表面から20～ 30cmの 深さまで耕作が及

造成の盛り土であるが、ト

レンチ 2の南側では耕作土

の直下が地山になってい

る。トレンチ 1では南端で

地表下約 1.2mで 北に向

かって下がる地山が確認さ

れた。盛り土は基本的に花

同岩バイラン土であるが、

トレンチ1では厚さ約50cm

の粘質土層も認められた。

トレンチ 102の遺物として

は細片化した陶磁器や瓦が

少量出土したのみである。

本丸東小日に近い本丸東

部に設定したトレンチ 3か

らは石組みの溝・枡状遺

構・配石遺構などが検出さ

25

トレンチ配置図 (S=1/1,000)



れた。トレンチ 3の西側から検出された溝は幅 25～ 35 cm、 深さ20 cmで ある。北側は石が抜き取ら

れているが、30～ 60cm大 の石を用い、隙間には拳大の石を詰めている。溝の下層には砂が堆積し、

城が機能していた当時のものと考えられる唐津焼椀の破片や土師質灯明皿・貝殻などが捨てられてい

た。砂層の上には廃城時に倒された建物あるいは塀の壁土と考えられる粘質土と瓦が堆積していた。

枡状遺構は全体を確認してはいないが、長さlm以上、幅約 lm、 深さ約40cm、 長軸はほぼ南北に

沿っている。下半は木製の枡が埋められていたようで、角および各辺に沿つて釘が検出されている。

東側にはこの上に高さ約20cmの石組みが残存している。本来は四辺に石組みが積まれていたようだ

が、北側と西側の石組みは崩されているようであ

る。この枡状遺構の用途は不明であるが、内部に

は廃城時のものと考えられる瓦が堆積していた。

枡状遺構の北側からは配石遺構が検出されてい

る。4個の平石を20cm四方に組み、その上を一辺

約40 cmの三角形の平石で塞いでいた。内部から

は遺物は検出できなかった。また掘方も確認でき

ず、本丸造成の盛り土と同時に作られたものと考

えられる。用途はやはり不明である。

トレンチ4は昨年に引き続き、本丸の東小日か

ら二の丸に降りる石段の検出を目的として設定し

た。その結果、昨年と同様石段は検出できなかっ

たが、門の柱と考えられる掘立柱の跡を検出し

た。柱は太さ46 cmの 正方形で、深さ90 cm以上に

埋められ、掘方は一辺 105 cmの 隅丸方形である。

対応する東側の柱穴は確認できていないが、昨年

確認された東側の石垣との関係から、幅二間の門

であつたと考えられる。この柱跡の検出によって

ここに門があり、本丸へのルートは現在のように

三の丸方向からまっすく
゛
西向きに進入するのでは

なく、南側の二の丸から数度の折れを経由して進

石組みの溝

入することがほぼ確実となった。 (藤原 )

2δ

枡状遺構

掘立柱跡



V寄贈図書一覧 (98.4.1～ 99。 3.31)

【ゴヒガ夢吏彗  θ7」

(財 )北海道埋蔵文化財センター

苫小牧市埋蔵文化財調査センター

釧路市埋蔵文化財調査センター

r青森県  θ2」

青森県埋蔵文化財調査センター

田舎館村教育委員会

【着手県  θ3」
(財)岩手県文化振興事業団

r富城県  θィ」
多賀城市埋蔵文化財調査センター

(財 )イ山台市歴史文化事業団

r秋田県 θ5」
秋田県埋蔵文化財センター

r山形県 θ6」
米沢市教育委員会

f福島県 θ″
(財)郡山市埋蔵文化財

発掘調査事業団

(財)いわき市教育文化事業団

会津若松市教育委員会

【茨城県  

“

」

(財 )茨城県教育財団

白滝遺跡群を掘る、西桔梗1遺跡 (2)、 滝里遺跡群Ⅷ、キウス4遺跡 (2)、 キウス5遺

跡 (5)、 キウス5遺跡 (6)、 キウス7遺跡 (5)、 ユカンボシC15遺跡 (1)、 ユカンボシ
E10遺跡、茂別遺跡、テエタ第3号

柏原27・ ニナルカ・静岡5・ 6遺跡、苫小牧市埋蔵文化財調査センター概要 No。 14

苫小牧の埋蔵文化財 No。 11[縄文時代・前期編]、 とまこまい埋文だより No.44、

美沢東遺跡群

東釧路第3遺跡、幣舞遺跡調査報告書Ⅲ、鶴ヶ岱4遺跡調査報告書、武佐川1遺跡調

査報告書

ネットワーク発掘 創刊号。第3号

垂柳遺跡発掘調査報告書 (10)

紀要XⅧ、岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成9年度)

くらしの風景 ―道具にみる中世の多賀城―

地底の森ミュージアム年報 ―第2号 、地底の森 第7号・第8号、アクセサリーの考

古学、仙台市富沢遺跡保存館研究報告 1

虫内 I遺跡、遺跡詳細分布調査報告書、寄騎館遺跡、払田柵跡 ―第110～ 112次調

査概要―、法泉坊沢Ⅱ遺跡、秋田県埋蔵文化財センター研究紀要 第13号、秋田県埋

蔵文化財センター年報 16、 湯ノ沢岱遺跡、家の下遺跡 (2)、 石鳥谷館跡

米沢市遺跡地図、大浦A遺跡発掘調査報告書、東屋敷館跡発掘調査報告書、金ヶ
崎A遺跡発掘調査報告書、遺跡詳細分布調査報告書 第11集、大神窯跡、米沢市文
化財年報 No.11

きらめく歴史の流れ、阿尺歴史紀行、荒井猫田遺跡 (Ⅲ oⅣ・V区 )、 郡山市埋蔵文

化財分布調査報告 5、 野中遺跡・山田C遺跡・仁戸内館跡、山王林遺跡、阿良久遺跡
2区調査報告 、蒲倉古墳群 ―測量調査。補足調査報告―、清水内遺跡 5区調査報

告―、高倉栗遺跡、蒲倉古墳群 -55・ 56・ 57号墳調査報告 、郡山館跡 ―第1次遺構確

認調査報告―、阿良久遺跡 2・ 3区調査報告 、天神南遺跡、一ツ松遺跡、大安場古墳

群 ―第2次発掘調査報告―

いわき市教育文化事業団 年報7～ 9、 いわき市教育文化事業団研究紀要 第9号・

第10号、根岸遺跡 ―平成9年度範囲確認発掘調査概報 、折返A遺跡、上ノ原経塚、
平窪諸荷遺跡 ―弥生墓跡の調査―

上居合遺跡発掘調査報告書Ⅲ、笹山原遺跡群発掘調査報告書Ⅱ、上雨屋遺跡発掘

調査概報

年報17平成9年度、研究ノート7号、伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地

内埋蔵文化財調査報告書4、 一般県道石岡田伏土浦線道路改良工事に伴う埋蔵文

化財調査報告書、伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査

報告書 5、 (仮称)島名・福田坪地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報

告書Ⅲ、主要地方道大洗友部線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書 2、 一般
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ひたちなか市
埋蔵文化財調査センター

(財)ひたちなか市

文化・スポーツ振興公社

土浦市教育委員会

土浦市立博物館

上高津貝塚ふるさと歴史の広場

【栃木県  θ9」

(財 )栃木県文化振興事業団

栃木県教育委員会

小山市教育委員会

宇都宮市教育委員会

r群馬県 7θ」
(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県立歴史博物館

鮪 玉県 77」
(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団

埼玉県立埋蔵文化財センター

所沢市立埋蔵文化財調査センター

県道赤浜谷田部線県単道路改良事業に伴う埋蔵文化財調査報告書、取手都市計

画事業下高井特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ、荒川本郷地

区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 I、 一般国道50号下館バイ

パス改築工事地内埋蔵文化財調査報告書、(仮称)中根 0金田台地区特定土地区画

整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 I、 北浦複合団地造成事業地内埋蔵文化財

調査報告書Ⅱ、一般国道50号結城バイパス改築工事地内埋蔵文化財調査報告書、

北関東自動車道 (友部～水戸)建設工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ、荒川本郷

地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター年報 第3号、ひたちなか埋文だより第 8

号、新平塙古墳発掘調査報告書、原の寺瓦窯跡発掘調査報告書 (第四次)、 ひたち

なか市中区古墳発掘調査報告書、津田若宮遺跡発掘調査報告書

フィール ドノー トvol.10、 船窪 I、 武田。石高遺跡 旧石器・縄文・弥生時代編

土浦城二の丸。本丸試掘調査発掘調査報告書、井戸山遺跡確認調査報告書、神明

遺跡、根鹿北遺跡。栗山窯跡

土浦市立博物館紀要 第7号・第8号

上高津貝塚ふるさと歴史の広場年報 第3号。第4号、須恵器 ―昔、土浦に須恵器の

工人がいた一

やまかいどう No.18～ No.20、 諏訪山0諏訪山北遺跡、寺野東遺跡 V、 寺野東遺跡

Ⅵ、中林遺跡・鷺久根遺跡・西久保Ⅱ遺跡、研究紀要 第6号、那須官衛関連遺跡V、

間々田地区遺跡群Ⅱ、金山遺跡Ⅵ、多田羅遺跡、西山遺跡、滝田本郷遺跡、西続橋

遺跡、八木岡 I遺跡、鮎田橋北遺跡、寺野東遺跡Ⅷ、下野国分寺跡XⅢ、埋蔵文化

財センター年報 第8号 (平成10年度)、 新郭古墳群。新郭遺跡・下り遺跡、清六Ⅲ遺

跡Ⅱ(古墳時代編)、 槻沢遺跡Ⅲ、浄法寺遺跡、雨ヶ谷宮遺跡。雨ヶ谷西坪遺跡、寺

野東遺跡 I、 寺野東遺跡Ⅳ、越名西遺跡。越名河岸跡

栃木県埋蔵文化財保護行政年報20-平成8年度―

西山遺跡発掘調査報告書 ―第3次調査 、小山市文化財保護調査年報 3・ 4

下桑島西原古墳群、牛塚東遺跡、天狗原遺跡、雷電山遺跡、久部愛宕塚古墳・谷口

山古墳・御蔵山古墳、飛山城跡第Ⅲ・ⅣoV次確認調査概報、屋台・天棚等調査報告

書

埋文群馬 No.30、 遺跡に学ぶ 第9号～第11号、東町関下遺跡、芦田貝戸遺跡・御布

呂遺跡。餅井貝戸遺跡・西下井出遺跡、下芝五反田遺跡 ―古墳時代編 、二之宮宮下

東遺跡、20年のあゆみ、自井遺跡群 ―中世。近世編 、柴崎熊野前遺跡、長野原久々

戸遺跡、南蛇井増光寺遺跡 V、 群馬県遺跡大事典、研究紀要 15、 年報 17、 古墳時

代の土器 ―展示レポート2、 創立20周年記念 公開考古学講座、ヒストリア・榛名、

ヒストリア榛名、冷水村東遺跡。西国分新田遺跡。金古北十三町遺跡、行沢大竹遺

跡、宿横手三波川遺跡

縄文文化の十字路・群馬 ―土器様式の交流―

富士見一丁目遺跡、中堀遺跡、今井川越田遺跡Ⅲ、今井条里遺跡、地神/塔頭、新

屋敷遺跡D区、北島遺跡Ⅳ、末野遺跡 I、 宿東遺跡、砂田前遺跡、築道下遺跡Ⅱ、薬

師堂根遺跡、南久我原遺跡、中台遺跡、大杉遺跡、耕地遺跡、樋の上/皇山、年報
18、 研究紀要 第 14号

埋文さいたま第29号～31号、埼玉県立埋蔵文化財センター利用ガイ ド、埼玉県

立埋蔵文化財センター 年報8

市内遺跡調査報告4、 山口城跡。下安松遺跡、吉野遺跡 ―第7次調査 、屋敷前遺跡 ―
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飯能市教育委員会

春日部市教育委員会

埼玉県教育委員会

r千葉県  72」
(財 )印藩郡市文化財センター

(財 )山武郡市文化財センター

(財)市原市文化財センター

(財)千葉市文化財調査協会

(財)香取郡市文化財センター

(財 )東総文化財センター

(財 )千葉県文化財センター

(財 )総南文化財センター

市川市教育委員会

芝山町教育委員会

国立歴史民俗博物館

千葉市立加曽利貝塚博物館

千葉県立中央博物館

東邦考古学研究会

山武考古学研究所

f舅ぎ万訂者F  73」

(財)東京都教育文化財団

北区教育委員会

地下鉄7号線溜池・駒込間遺跡調査会

調査概報

飯能の遺跡 (24)～ (26)

小洪1山下北遺跡2次、市内遺跡調査 I、 竹之下遺跡

埼玉県埋蔵文化財調査年報 平成8年度

龍角寺五斗蒔瓦窯跡、公津東遺跡群Ⅲ、曲輪ノ内遺跡 (第 2次 )、 本佐倉外宿遺跡、

石川館址発掘調査報告書、墨新山遺跡、南羽鳥遺跡群Ⅱ、城次郎丸遺跡 (第 3次 )、

馬場扇作遺跡、六崎貴舟台 (第 4・ 5次 )遺跡発掘調査報告書、六崎貴舟台遺跡 (第 7

次)、 ちぼろく遺跡、山王台遺跡、天王前遺跡 (第 2次)、 間野台貝塚 (第 2次 )、 太田長

作遺跡、宗吾内野台畑遺跡

文化財かわら版 第10号、財団法人山武郡市文化財センター年報 No。 12～No.14、

山田新田Ⅱ遺跡、上岩ノ谷遺跡、谷台遺跡、小野遺跡 F区、京寺遺跡、小泉遺跡B
地区

市原市文化財センター年報 ―平成6年度―・一平成7年度―、自船城跡Ⅱ、市原市市原城

郭跡、市原市中高根南名山遺跡 (第 2次 )、 市原市郡本遺跡 (第4次 )、 市原市郡本大

宮遺跡、市原市姉崎六孫王原遺跡、市原市新生荻原野遺跡、第 13回市原市文化財

センター遺跡発表会要旨

千葉市文化財調査協会年報8～ 10、 千葉市新田遺跡、千葉市仁戸名遺跡、千葉市直

道遺跡、千葉市原町遺跡群発掘調査報告書 I、 土気南遺跡群Ⅷ、土気南遺跡群 V、

千葉市原町遺跡群発掘調査報告書Ⅱ、千葉市染谷津遺跡。大森第1遺跡、千葉市芳

賀輪遺跡、千葉市園生貝塚、海老遺跡、千葉市小中台A遺跡・牛尾舛遺跡、千葉市
原町遺跡群発掘調査報告書Ⅲ、千葉市高品城跡 I

かとり第3号。第4号、事業報告Ⅷ ―平成8年度―、村田居山遺跡、小見川城跡、城山

3号墳、西大須賀コモ古墳群、中ノ台遺跡 C地区、向仲野遺跡

大道筋遺跡、寒風城跡、傍示戸遺跡・城ノ台遺跡。新城跡、長者台遺跡、新城跡、東

総文化財センター年報 2・ 3

房総の文化財vol.15～ vol.17、 千葉県文化財センター年報No.23-平成9年度―

九ノ坪横穴墓群、久原 B横穴墓、下手Ⅱ遺跡、総南文化財センター年報No。 10、 郷
土の文化財 18

東新山遺跡D地点
平成9年度芝山町内遺跡発掘調査報告書

国立歴史民俗博物館研究年報 5、 国立歴史民俗博物館研究報告 第72集・第75集・

第76集、館蔵中世古文書データベース、農耕開始期の石器組成3北海道・東北・関

東、耕開始期の石器組成4中部。近畿

貝塚博物館紀要 第25号、海峡を臨む貝塚

千葉県立中央博物館研究報告 一人文科学―第5巻第2号

東邦考古22

山武考古学研究所年報No.16

たまのよこやまNo.44・ No.45、 三吉野遺跡群、資料目録 10、 汐留遺跡、多摩ニュー

タウン遺跡、多摩ニュータウン遺跡 ―No。 107遺跡 、多摩ニュータウン遺跡 ―

No.245・ 341遺跡―I、 多摩ニュータウン遺跡 ―No。 2450341遺跡―Ⅱ、多摩ニュー

タウン遺跡 ―No。 27遺跡 、多摩ニュータウン遺跡 ―No.344遺跡―、多摩ニュータウ

ン遺跡 ―No.72・ 795・ 796遺跡 (1)・ (3)～ (7)・ (10)～ (12)、 多摩ニュータウン遺

跡 ―No.918遺跡 、多摩ニュータウン遺跡 ―No.924遺跡 、多摩ニュータウン遺跡

先行調査報告8・ 9。 10。 11、 土と木と炎と一古代、丘陵の生産活動 、島屋敷遺跡、東

京都埋蔵文化財センター年報 18、 尾張藩上屋敷跡遺跡発掘調査報告書Ⅲ・Ⅵ

袋低地遺跡Ⅱ、七社神社前遺跡Ⅱ、豊島馬場遺跡Ⅱ

江戸城外堀跡市谷御門外橋詰・御堀端 ―第Ⅱ分冊 、春日町遺跡・菊坂下遺跡・駒込
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葛飾区教育委員会

調布市郷土博物館

足立区立郷土博物館

港区立港郷土資料館

日野新町一丁目住宅遺跡調査会

東京都立大学人文学部考古学研究室

青山学院大学文学部史学研究室

早稲田大学

(財)五島美術館

r神月ざノ〃舅認  7イ」

横須賀市教育委員会

平塚市教育委員会

藤沢市教育委員会

r富山県  7δ」
(財)富山県文化振興財団

富山県埋蔵文化財センター

下村教育委員会

舟橋村教育委員会

rF/′ノ舅認 77」
金沢市教育委員会

富来町教育委員会

金沢大学文学部考古学研究室

金沢大学資料館

【福井県  78」

福井市教育委員会

rJ貯舅でJ認   79」
山梨県埋蔵文化財センター

明野村教育委員会

山梨県立考古博物館

北巨摩市町村文化財担当者会

r長野県  2の
(財)長野県埋蔵文化財センター

辰野町教育委員会

井戸尻考古館

長野県立歴史館

追分町遺跡 0駒込浅嘉町・駒込富士前町遺跡

鬼塚遺跡Ⅳ、本郷遺跡 V、 柴又帝釈天遺跡Ⅶ、葛西城XⅢ 第1分冊、葛西城XⅢ 第

2分冊、古録天東遺跡・古録天遺跡Ⅱ、葛西城XⅧ 第1分冊、葛西城XⅧ 第2分冊

葛飾区埋蔵文化財調査年報 ―平成7年度―～―平成9年度―、本郷遺跡Ⅶ、柴又帝釈天

遺跡Ⅳ、柴又帝釈天遺跡Ⅸ

郷土博物館だよりNo.54、 文字で見る明治の村

足立区北部の遺跡群

資料館だより第35号～第38号、港区文化財調査集録第4集、旗本田中家屋敷跡遺

跡発掘調査報告書、港郷土資料館館報 16

姥久保遺跡 I

人類誌情報1998

青山史学 第十六号

古代 104号 0105号

日本の三彩と緑釉 ―天平に咲いた華―

埋蔵文化財発掘調査概報集Ⅵ

山王久保遺跡他、中原 E遺跡、諏訪前 B・高林寺、中里 E遺跡、山王久保遺跡、平塚

市文化財調査報告書 第33集、七ノ域遺跡 ―第2地点―

藤沢市文化財調査報告書第33集

埋蔵文化財調査概要 ―平成9年度 、埋蔵文化財年報 (9)平成9年度 、五社遺跡発

掘調査報告、富山考古学研究 創刊号

埋文とやま第60号～第64号、石のアクセサリー

下村加茂遺跡

浦田遺跡発掘調査報告書、浦田遺跡発掘調査報告書

平成9年度 金沢市埋蔵文化財調査年報、金沢市押野西遺跡Ⅱ、金沢市北塚遺跡 ―

第14次発掘調査報告書 、磯部東遺跡、千木東遺跡、長田町遺跡。長町遺跡・穴水町

遺跡、近岡遺跡

石川県富来町貝田遺跡

金沢大学考古学紀要 第24号・第27号

金沢大学資料館だよりNo。 12

遺跡発掘事前総合調査 I、 今市遺跡、和田明神遺跡、遺跡発掘事前総合調査Ⅱ

狐原遺跡、音羽遺跡、酒呑場遺跡、研究紀要 14、 年報14-平成9年度 、甲府城跡V、

鰍沢河岸跡、新居道下遺跡、三ヶ所遺跡、八田畑遺跡、'97地下からのたより

下大内遺跡・屋敷添第2遺跡・中原遺跡

山梨県立考古博物館だよりNo。 42・ No。43

八ヶ岳考古 ―平成9年度年報―

長野県埋蔵文化財センター紀要 506、 長野県埋蔵文化財センター年報 13・ 14、 埋

蔵文化財センターの16年、一般国道18号 (野尻バイパス)埋蔵文化財発掘調査報

告書

新町大原遺跡、丸山下遺跡発掘調査報告書

曽利遺跡、御柱尾根遺跡、机原三本松遺跡

長野県立歴史館たよりvol.15～ vol.17、 古代シナノの武器と馬具
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r岐阜県 27」
(財 )岐阜県文化財保護センター

各務原市埋蔵文化財調査センター

(財 )岐阜市教育文化振興事業団

岐阜市教育委員会

fFu岡県 22」
(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

磐田市埋蔵文化財センター

湖西市教育委員会

静岡市立登呂博物館

優 知 県  23」

(財 )愛知県埋蔵文化財センター

(財 )瀬戸市埋蔵文化財センター

南山大学人類学博物館

名古屋市見晴台考古資料館

豊田市郷土資料館

名古屋大学文学部考古学研究室

【二重県  ″」
二重県埋蔵文化財センター

津市埋蔵文化財センター

松阪市教育委員会

上野市教育委員会

嬉野町教育委員会

小俣町教育委員会

r滋賀県 25」
滋賀県埋蔵文化財センター

(財 )滋賀県文化財保護協会

(財 )栗東町文化体育振興事業団

きずな 第22号～第24号、西屋敷遺跡、城ヶ谷7号墳 0片山城跡、西田遺跡、塚遺跡、

高見遺跡、阿多粕遺跡、湯屋遺跡、沖田遺跡、たのもと遺跡、今宿遺跡

かかみがはらの埋文 第6号、須衛天狗谷古墳群・天狗谷窯址群発掘調査報告書、

岐阜県各務原市遺跡地図、岐阜県各務原市遺跡詳細分布調査報告書

北山3号墳

平成9年度岐阜市市内遺跡発掘調査報告書

研究所報No.71～ No.78、 静岡県埋蔵文化財調査研究所年報XⅣ、北神馬土手遺

跡他 I、 川田・藤蔵渕遺跡、北神馬土手遺跡他Ⅱ、韮山城跡。韮山城内遺跡、小笠山

総合運動公園内遺跡群、中峯遺跡、長平衛平遺跡、徳倉 B遺跡、桧林A遺跡、平田

前田遺跡、小池遺跡、高見丘Ⅲ・Ⅳ遺跡、静岡の原像をさぐる 発掘調査報告会、
下原遺跡Ⅱ、焼場遺跡 B地点・五百司遺跡、大平遺跡、上ノ池遺跡、下原遺跡Ⅲ、町

田遺跡、掛之上遺跡、水掛渡古墳群 C群、生茨沢遺跡

御殿・二之宮遺跡 ―第40次発掘調査報告書―、御殿・二之宮遺跡 ―第42次発掘調査

報告書 、池端前遺跡発掘調査報告書、野口・マカダ近世墳墓群遺跡発掘調査報告

書、馬坂遺跡・馬坂上古墳群発掘調査報告書

大知波峠廃寺跡確認調査報告書

コメづくりの中の漁リー弥生農耕の周辺 、静岡市立登呂博物館館報8-平成9年

度―

埋蔵文化財愛知No.52～ No.55、 愛知県埋蔵文化財情報 13、 年報 ―平成9年度 、円

通寺古墓。N A335号 窯 I・ Ⅱ、東新規道遺跡、東苅安賀道遺跡、吉田城遺跡Ⅲ、一

色青海遺跡

駒前第1号墳、市内遺跡調査報告 I、 上品野蟹川遺跡、平成9年度 瀬戸市埋蔵文化

財センター年報、(財)瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要 第6輯、六古窯の時代

木之内明神貝塚の土器

高蔵遺跡第 17次発掘調査報告書、高蔵遺跡第18次発掘調査報告書、埋蔵文化財

発掘調査報告書29、 銭瓶谷古窯群発掘調査の概要 ―NA208号窯一、寺山2号墳発掘

調査報告書、大高南地区遺跡発掘調査報告書、徳重北部古窯跡発掘調査概要報告

書、見晴台教室
′
97、 名古屋市見晴台考古資料館 年報 15、 埋蔵文化財発掘調査報

告書27・ 28、 伊勢山中学校遺跡 ―第7次発掘調査の概要―、曽池遺跡 ―第2次発掘調

査概要報告書 、発掘された名古屋の五世紀

豊田市郷土資料館だよりNo。24～ No。 26、 豊田発掘ファイル
′
98夏、村上忠順と蓮

月、挙母城

名古屋大学文学部研究論集 131、 考古資料ソフテックス写真集 第 13集

みえNo。 250No.26、 考古学からみた三重の木の文化

埋文センターニュース 第7号、津市埋蔵文化財センター年報2-平成8年度―、四ツ

野 C遺跡発掘調査報告、山王遺跡

羽根遺跡・やつで3号墳発掘調査報告書、山添2号墳発掘調査報告書

上野市埋蔵文化財年報4、 久米山48号墳発掘調査報告、泥畑遺跡発掘調査報告

野田遺跡発掘調査報告書 一二次調査―、「墨・文字・顔」～最古の墨書が語るもの

法楽遺跡発掘調査概要

滋賀埋文ニュースNo.217号 ～No.228号、近江出上の履物

滋賀文化財教室シリーズ〔173〕 ～〔184〕 、滋賀文化財だよりNo.241～ No.253

栗東町埋蔵文化財発掘調査1996年度年報、栗東町埋蔵文化財調査1995年度 年
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滋賀県教育委員会

大津市教育委員会

長浜市教育委員会

日野町教育委員会

滋賀県立安土城考古博物館

大津市歴史博物館

滋賀県立琵琶湖博物館

滋賀県立大学考古学研究室

坂田郡社会教育研究会

【京都府  2δ」

(財 )京都府埋蔵文化財
調査研究センター

(財 )京都市埋蔵文化財研究所 ‐

京都市埋蔵文化財調査センター

加悦町教育委員会

京都市考古資料館

向日市文化資料館

立命館大学文学部考古学コース

花園大学文学部考古学研究室

京都橘女子大学

(株)京都科学

r大阪府 2″
(財)大阪文化財センター

幸晨Ⅱ                                           ′

北郷里小遺跡。上寺地遺跡、金岡J寺遺跡・後川遺跡、大戌亥遺跡Ⅱ・鴨田遺跡Ⅳ、建

部下野遺跡、木村古墳群 I、 北代遺跡。上出B遺跡、中屋遺跡、建部城遺跡発掘調
査報告書、中兵庫遺跡、鴨田遺跡他。在士北遺跡、中屋遺跡、中兵庫遺跡、松尾遺跡・

浄土寺遺跡、今川東遺跡、今市遺跡、南小足遺跡・鴨田遺跡、北郷里小遺跡・上寺地

遺跡・中町田遺跡、堀南遺跡・神ノ木遺跡、下五反田遺跡発掘調査報告書、中兵庫

遺跡、南小足遺跡、灰塚山古墳群発掘調査報告書、木ノ本町田部古墳群発掘調査

報告書、粟津湖底遺跡第3貝塚、赤野井湾遺跡、平成7年度滋賀県埋蔵文化財調査

年報、平成8年度滋賀県埋蔵文化財調査年報、上寺地遺跡・北郷里小遺跡・法性寺

遺跡 0墓立遺跡、金剛寺遺跡・り||ノ ロ遺跡、北代遺跡、尼子西遺跡2、 松尾寺遺跡・浄

土寺遺跡、尼子南遺跡、宮前遺跡発掘調査報告書、屋中寺廃寺遺跡、桐生辻遺跡、

法養寺遺跡・尼子南遺跡、出路遺跡 0彦富城遺跡、野洲左岸遺跡発掘調査報告書、

金森西遺跡、日置前遺跡Ⅱ、長畑遺跡、榊差遺跡発掘調査報告書、南小足遺跡。常

昌寺遺跡・大塚遺跡、高木・後川遺跡、虎御前山遺跡、大手前遺跡。上下遺跡、風呂

流遺跡2(事業名野田道遺跡・風呂流遺跡)、 上田上牧遺跡Ⅱ、上田上牧遺跡 I、 内

野遺跡 I、 内野遺跡Ⅱ、大手前遺跡、中屋遺跡・常衛遺跡、堀部西・丸岡塚遺跡、春

近遺跡、南小足遺跡、酒波三つ又遺跡、室遺跡・宮司遺跡 I・鴨田遺跡V、 御倉遺跡

発掘調査報告書、正楽寺遺跡、柿堂遺跡、湯ノ部遺跡発掘調査報告書Ⅱ、湯ノ部遺

跡発掘調査報告書Ⅲ、後川遺跡、大東遺跡ⅢO八反田遺跡。中町田遺跡、穴太遺跡

発掘調査報告書Ⅱ、後川遺跡Ⅱ、中兵庫遺跡、川ノロ遺跡、湯ノ部遺跡Ⅳ・西河原

宮ノ内遺跡 I、 殿屋敷城遺跡・荘厳寺遺跡、柴原南遺跡、石馬寺遺跡、近江国府跡

I、 長野遺跡

太鼓塚遺跡発掘調査報告書

野瀬遺跡、墓立遺跡Ⅱ、川崎遺跡 I、 北郷里小遺跡、下坂中町遺跡

日野町埋蔵文化財発掘調査報告書 第 11集。第12集

おおてみち第23号～第26号

大津歴博だよりNo.34～ No.36、 大津市歴史博物館年報 ―平成9年度―

うみんど第4号～第9号、近江はトンボの宝庫、琵琶湖博物館研究調査報告9号 0

10号、絶滅と進化 ―動物化石が語る東アジア500万年一

人間文化 第4号

佐加太第8号・第9号 ‐‐

京都府埋蔵文化財情報 第67号～第70号、第16回小さな展覧会

水垂遺跡 ―長岡京左京六・七条三坊―、研究紀要 第4号、平成8年度 京都市埋蔵文化

財調査概要、南ノ庄田瓦窯跡

京都市内遺跡立会調査概報 ―平成9年度 、京都市内遺跡発掘調査概報 ―平成9年

度 、京都市内遺跡試掘調査概報 ―平成9年度―

白米山古墳Ⅱ、歴史探訪 丹後の中世社会を探る I、 歴史探訪 丹後の古代中世社

会を探るⅡ

京都市考古資料館年報 平成5・ 6年度、京都市考古資料館年報 平成7・ 8年度、洛中

桃山陶器の世界、リーフレット京都 No.79～No.114

向日市文化資料館報 第 13号

鴫谷東古墳群第 3・ 4次発掘調査概報、久米田貝吹山古墳 ―第1殻次調査概報

花園大学構内調査報告 V、 花園大学構内調査報告Ⅵ、古墳測量調査集成 I

Tachibana Being第 12号～第 14号、文化財学科ニューズ。レターNo.1

ミュージアムワークスvol.3・ vol.4

図書目録                          ‐
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(財)八尾市文化財調査研究会

(財 )枚方市文化財研究調査会

高槻市立埋蔵文化財調査センター

堺市立埋蔵文化財センター

(財 )大阪府文化財調査研究センター

豊中市教育委員会

枚方市教育委員会

富田林市教育委員会

泉佐野市教育委員会

泉南市教育委員会

吹田市教育委員会

大阪府立弥生文化博物館

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪市立博物館

吹田市立博物館

堺市博物館

八尾市立歴史民俗資料館

名神高速道路内遺跡調査会

【兵涯哲舅尋  郎 」
兵庫県教育庁埋蔵文化財調査事務所

神戸市埋蔵文化財センター

妙見山麓遺跡調査会

神戸市教育委員会

財団法人八尾市文化財調査研究会報告59～ 61、 平成9年度 (財 )八尾市文化財調

査研究会事業報告、文化財講座記録集5

ひらかた文化財だより第35号～第37号、枚方市文化財年報19(1997年度分)、

20年のあゆみ、新版 図録。枚方の遺跡、継体大王と渡来人

安満宮山古墳 (改訂版)、 史跡・今城塚古墳、高槻市文化財年報 平成8年度、嶋上遺

跡群22

平成9年度国庫補助事業発掘調査報告書、堺埋蔵文化財だより第11号、堺市文化

財調査概要報告 第68冊～第76冊、長曽根遺跡を掘る

巨摩。若江北遺跡発掘調査報告 ―第5次 、大阪府文化財調査研究センター年報 ―平

成9年度 、大陸文化へのまなざし、大文研通信 No。 10

文化財ニュース豊中 No.24、 豪族の時代 ―古墳と倉からみたとよなかの古墳時

代 、技の旅びと一渡来人が変える古墳時代のくらしと技術 、豊中市埋蔵文化財発

掘調査概要 ―阪神淡路大震災復旧・復興事業に伴う発掘調査 、豊中市埋蔵文化財

発掘調査概要 ―平成9(1997)年 度 、桜井谷窯跡群2-29号窯跡

九頭神遺跡、枚方市埋蔵文化財発掘調査概要1997、 古代の枚方 ―継体天皇と渡来

人一

太郎池遺跡Ⅱ、甲田遺跡、甲田遺跡Ⅱ、錦織遺跡、錦織遺跡Ⅱ、桜井遺跡、喜志遺跡、

富田林市内遺跡群発掘調査報告書 ―平成9年度―

茅淳の道 第6号、泉佐野市埋蔵文化財発掘調査概要 第33号・第34号、泉佐野市埋

蔵文化財発掘調査概要 ―平成9年度 、湊遺跡 966区の調査―、上町遺跡 972区の

調査 、宮ノ前遺跡 97-1区の調査―

古代寺院の成立と展開一日本古代国家の成立を探る・V、 泉南市遺跡群発掘調査

報告書XⅣ、泉南市遺跡群発掘調査報告書XV
平成9年度 埋蔵文化財緊急発掘調査概報 ―蔵人遺跡 、平成9年度 埋蔵文化財緊急

発掘調査概報、回照寺准抵堂調査報告書、吉志部瓦窯跡 (工房跡)

縄紋の祈り。弥生の心 ―森の神から稲作の神へ 、弥生倶楽部vol.14・ vol。 15、 卑弥

1平の宝石箱 ―ちょっとオシャレな弥生人一

博物館だよリーアスカディア・古墳の森vol.8、 近つ飛鳥工房 一人とかたち 過去。未

来 、大化の薄葬令 ―古墳の終わり、「装い」文化あれこれ

大阪市立博物館報No。 37

博物館だよりNo。 10、 高山右近とその時代 北摂のキリシタン文化 、吹田市文化

財ニュースNo。 19、 大正時代の達磨窯、博物館だよりNo。 11、 榎坂郷蔵人村の

日々 ―中世村落の考古学―

堺市博物館報 第18号

研究紀要 第9号、八尾市立歴史民俗資料館報 ―平成 7・ 8年度―

梶原瓦窯跡発掘調査報告書、梶原古墳群発掘調査報告書

大蔵司遺跡・真上遺跡発掘調査報告書、土室古墳群発掘調査報告書、耳原遺跡・五

日市遺跡発掘調査報告書、大田遺跡発掘調査報告書

ひょうごの遺跡 第30号。第31号、平成9年度 年報、玉津田中遺跡 ―第6分冊 、田井

野遺跡、奥遺跡。宮ノ沢城跡・淡河上中遺跡、西ヶ原遺跡、飾東2号墳、玉津田中遺

跡 ―第5分冊 、下内膳遺跡、三条九ノ坪遺跡、音谷窯跡、有岡城跡・伊丹郷町Ⅱ、岩

井城跡、叶堂城跡、まるやま遺跡、山本北垣内遺跡、八多中遺跡・清水廻り遺跡、田

能高田遺跡、小戸遺跡、塩壺西遺跡、小名田窯跡、大釜瓦窯跡、与呂木遺跡、伊丹郷

町発掘調査報告書、八反田遺跡、久野々遺跡t北摂ニュータウン内遺跡調査報告

書Ⅲ、東武庫遺跡、神出窯跡群、山宮遺跡

どうぶつてん

清水・山城遺跡、灘。八幡遺跡 I

ひょうご復興の街から、平成7年度 神戸市埋蔵文化財年報、住吉宮町遺跡 (第 17
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姫路市教育委員会

三田市教育委員会

加西市教育委員会

龍野市教育委員会

尼崎市教育委員会

加東郡教育委員会

上郡町教育委員会

中町教育委員会

太子町教育委員会

兵庫県立歴史博物館

赤穂市立歴史博物館

西近畿文化財調査研究所

【奈良県  29」

奈良国立文化財研究所

奈良市埋蔵文化財調査センター

桜井市立埋蔵文化財センター

田原本町教育委員会

広陵町教育委員会

榛原町教育委員会

奈良大学文学部考古学研究室

天理大学文学部考古学研究室

r和歌山県 θω
(財 )和歌山市文化体育振興事業団

r鳥取県 37」
(財 )鳥取県教育文化財団

(財)鳥取市教育福祉振興会

倉吉市教育委員会

北条町教育委員会

大山町教育委員会

【島根県  32」

島根県埋蔵文化財調査センター

次。第18次調査)、 雲井遺跡 (第 8次調査)、 本山遺跡 (第 22次調査)

姫路市埋蔵文化財調査略報 ―平成8年度―

三田文化財情報 平成9年度合冊号、三田の文化財、日本の青磁 三田の青磁

小谷遺跡 (第6次 )、 保木山古墳群、発掘された加西

奥村廃寺、中垣内天神山・三味山古墳群、小神辻の堂遺跡

尼崎市埋蔵文化財遺跡分布地図及び手引き―平成9年版 、平成5年度 尼崎市埋蔵

文化財年報、尼崎市内遺跡復旧。復興事業に伴う発掘調査概要報告書

上滝野・清蔵寺遺跡

西野山・堀遺跡、自旗城跡

思い出遺跡群 I

船塚遺跡の調査

兵庫歴博ニュースNo.62～No.64

錦絵にみる「忠臣蔵」の世界

播州葡萄園園舎遺跡発掘調査報告書

埋蔵文化財ニュースNo.850No.86、 山内清男考古資料9、 古代の稲倉と村落。郷里

の支配、生産遺跡調査課程、日本の信仰遺跡

奈良市埋蔵文化財調査概要報告書 (第 1分冊)一平成9年度 、奈良市埋蔵文化財調

査概要報告書 (第 2分冊)― 平成9年度 、奈良市埋蔵文化財調査センター紀要

1997、 平城京東市跡推定地の調査XⅥ

大福遺跡調査報告、桜井市内埋蔵文化財 1993年度発掘調査報告書、桜井市内埋

蔵文化財1992年度発掘調査報告書 2、 平成7年度国庫補助による発掘調査報告

書、50cm下の桜井、箸墓古墳、纏向遺跡100回調査記念

唐古・鍵遺跡第61次発掘調査概報、唐古。鍵遺跡vol.2-土器編一、田原本町埋蔵文

化財調査年報61996年度―

広陵町指定文化財 平成7年度、広陵町指定文化財 平成9年度

榛原町埋蔵文化財発掘調査概要報告書 1995年度。1996年度、宇陀の民俗ことば

文化財学報 第十六集

神殿と神像 ―古代パレスチナの信仰 、古事 第1冊 0第 2冊

鷺ノ森遺跡第3次発掘調査概報、和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報51995年
度―、中野遺跡 第2次発掘調査概報、木ノ本Ⅲ遺跡 第9次発掘調査概報、友田町遺

跡 第203次発掘調査概報、秋月遺跡 第6次発掘調査概報

石脇第3遺跡・石脇8・ 9号墳・寺戸第1遺跡。寺戸第2遺跡。石脇第1遺跡、小浜ワラ

畑遺跡・小浜小谷遺跡 0池ノ谷第2遺跡、米子城跡21遺跡、福成早里遺跡、御内谷遺

跡群、鳥取埋文ニュースNo.49050

平成9年度 桂見遺跡群発掘調査概要報告書、秋里遺跡、平成9年度 鳥取市内遺跡

発掘調査概要報告書、史跡鳥取城跡附太閤ヶ平 0太鼓御門発掘調査報告書、布勢

墳墓群、古市遺跡 I、 桂見遺跡群

福田寺遺跡発掘調査報告書 (2次調査)、 後口山遺跡発掘調査報告書、中峰古墳群

発掘調査報告書、向野遺跡発掘調査報告書、河原毛田遺跡発掘調査報告書

町内遺跡発掘調査報告書 第7集・第8集、島遺跡発掘調査報告書 第2集

土下古墳群発掘調査報告書第5集 ―土下240号墳―、島苅山遺跡発掘調査報告書 1

赤松中槙原遺跡

ドキ土器まいぶんNo.1～ No。 4、 かんどの流れ 第4号、よみがえるあさくみがわの

ながれⅡ、斐伊川放水路発掘物語 PART4、 埋蔵文化財調査センター年報Ⅵ

θイ



島根県古代文化センター

出雲市教育委員会

島根県立八雲立つ風土記の丘資料館

島根大学埋蔵文化財調査研究センター

(財 )島根県並河萬里写真財団

【岡山県  33」

岡山県古代吉備文化財センター

津山弥生の里文化財センター

岡山県教育委員会

岡山市教育委員会

備前市教育委員会

高梁市教育委員会

総社市教育委員会

邑久町教育委員会

御津町教育委員会

北房町教育委員会

奥津町教育委員会

建部町教育委員会

津山郷土博物館

倉敷市立自然史博物館

岡山県立美術館

岡山県立吉備路郷土館

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

就実女子大学吉備地方文化研究所

岡山理科大学 自然科学研究所
倉敷市史研究会

高梁川の水と緑を守る会

倉敷の自然をまもる会

絋 島県  34」

(財 )広島県埋蔵文化財調査センター

―平成9年度 、塩津丘陵遺跡群、勝負遺跡・堂床古墳、渋山池古墳群、四ツ廻Ⅱ遺跡・

林廻り遺跡 0受馬遺跡、山ノ神遺跡。五反田遺跡、岩屋口南遺跡、石田遺跡Ⅲ、来待

石石切場遺跡群、風土記の丘地内遺跡発掘調査報告書XI、 上沢Ⅱ遺跡・狐廻谷

古墳。大井谷城跡 0上塩冶横穴墓群、荒船古墳群・荒船遺跡・本庄川流域条里遺跡

(2)、 門生黒谷 I遺跡。門生黒谷Ⅱ遺跡・F]生黒谷Ⅲ遺跡、板屋Ⅲ遺跡

出雲神庭荒神谷遺跡

壱丁田遺跡発掘調査報告書、藤ヶ森遺跡 (I地点。Ⅱ地点)発掘調査報告書、出雲

市埋蔵文化財発掘調査報告書 第8集、西谷墳墓群測量調査報告書、上塩冶横穴墓

群第34支群発掘調査報告書、出雲市歴史博物館 ―上塩冶横穴墓第17支群 、自枝

荒神遺跡、小山遺跡第2地点発掘調査報告書、古志本郷遺跡第6次発掘調査報告書

八雲立つ風土記の丘No.150

島根大学構内遺跡第3次調査 (深町地区1)

季刊 文化遺産第3号

所報吉備 第24号 。第25号、高下遺跡・浅川古墳群ほか。楢原古墳群 0根岸古墳、窪

木遺跡2、 伊福定国前遺跡、北方下沼遺跡・北方横田遺跡・北方中溝遺跡。北方地蔵

遺跡、大岩遺跡・田益田中遺跡・白壁奥遺跡、大田茶屋遺跡 2・大田障子遺跡・大田

松山久保遺跡・大田大正開遺跡。大田西奥田遺跡、十六夜山古墳。十六夜山遺跡、

水別古墳群。水別遺跡、段林遺跡・段林古墳、室尾石生谷口古墳ほか、清水谷遺跡

ほか、津寺遺跡 5、 池田散布地。石塔鼻散布地ほか。阿知境遺跡ほか、岡山城二の丸

跡

津山弥生の里 第5号、有本遺跡。男戸嶋古墳・上遠戸嶋遺跡、日上畝山古墳群

岡山県埋蔵文化財報告28

史跡岡山城跡本丸中の段発掘調査報告、岡山城内堀、すくも山遺跡、造山第4号古

墳、岡山市埋蔵文化財調査の概要 1996年度―

備前焼紀年銘土型調査報告書

高梁の文化財、史跡 備中松山城跡本丸復元整備工事報告書

総社市埋蔵文化財調査年報8(平成9年度)

史跡門田貝塚環境整備事業報告書

鍛冶屋谷遺跡

大谷一号墳

大神宮原No.14遺跡

建部町史 一通史編―

博物館だよりNo.18～ No。 21、 詩の前衛から風狂の世界ヘ ー安東次男文庫目録 、

矢吹家資料目録下、津山松平藩町奉行日記六、製鉄の起源をさぐる

自然史博物館だよりNo.29～No.32

美術館ニュースNo.40～ No。43

吉備路郷土館だよりNo。 210No.22

津島岡大遺跡10-第9次調査 、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 19号

～第21号、岡山大学構内遺跡調査研究年報151997年度―

吉備地方文化研究 第9号

自然科学研究所研究報告 第23号

倉敷の歴史 ―倉敷市史紀要―第8号

高梁川流域の自然 第 18号

倉敷の自然 第66号・第67号

ひろしまの遺跡 第73号～第76号、千代田流通団地造成事業に係る埋蔵文化財発

掘調査報告書 (Ⅲ )、 中屋遺跡 B地点発掘調査報告 I、 俵崎城跡、浅谷山東 B地点

遺跡・清水3号遺跡、法成寺サヨ遺跡・法成寺本谷古墳、雨連古墳発掘調査報告書、
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(財 )広島市歴史科学教育事業団

(財 )東広島市教育文化振興事業団

広島県教育委員会

福山市教育委員会

尾道市教育委員会

広島県立歴史博物館

広島県立歴史民俗資料館

広島大学統合移転地
埋蔵文化財調査委員会

r山口県  35」
山口県埋蔵文化財センター

下関市教育委員会

山口県教育委員会

岩国市教育委員会

阿東町教育委員会

下関市立考古博物館

r徳島県  3δ」

徳島市教育委員会

三好町教育委員会

三野町教育委員会

r香ノノノ県 37」
(財)香川県埋蔵文化財調査センター

香川県教育委員会

三木町教育委員会

大川町教育委員会

【愛媛県  38」
(財 )愛媛県埋蔵文化財調査センター

東ノ木遺跡発掘調査報告書、住吉免。足谷、一の谷第6・ 7号古墳、寺之下遺跡、大将

軍遺跡発掘調査報告、宮ヶ森第1～ 5号古墓、原田遺跡、山の神遺跡群・池ノ迫遺跡

群、千代田流通団地造成事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 (Ⅱ )、 灰塚ダム建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 (Ⅱ )。 (Ⅲ )、 西本6号遺跡、研究輯録

味な考古学、歴史の扉 第4号。第5号、弥生時代の土笛づくり、巣取遺跡発掘調査

報告、梨ヶ谷遺跡発掘調査報告

古慈喜城跡発掘調査報告書、下上戸遺跡発掘調査報告書、後迫1号遺跡発掘調査

報告書、小越遺跡発掘調査報告書、上溝上3号遺跡発掘調査報告書

吉川元春館跡 ―第3次発掘調査概要 、いぶきNo.21～ No。23

草戸千軒町遺跡

尾道遺跡 ―市街地発掘調査概要-1996

戦国の城下町 越前朝倉氏。一乗谷、草戸千軒町遺跡出土の滑石製石鍋

寺町廃寺と水切り瓦、みよし風土記の丘No.59、 歴風 第22号・第23号、年報 第19

号 ―平成9(1997)年 度 、道具と木のはなし―木の建築・木の芸術を作った道具の

歴史―

広島大学統合移転地埋蔵文化財発掘調査年報XⅣ

陶けん第11号、浦辺古墳群・大浦古墳群・梅ヶ崎古墳群・小郡開作経塚、吉部田遺

跡、吉永遺跡、大内氏関連町並遺跡、岡田。江良遺跡、東禅寺・黒山遺跡Ⅲ、掘るみ

るわかる城下町

長門国府跡

平成6～ 9年度 重要遺跡確認緊急調査報告書

岩国城跡 (天守)、 岩国城跡発掘復元報告書

宮ヶ久保遺跡

研究紀要 第2号、下関市立考古博物館年報3-平成9年度 、あやらぎNo。 2、 下関の

弥生時代 ―近年の発掘調査から一

徳島市埋蔵文化財発掘調査概要8

大柿遺跡

加茂野宮遺跡

いにしえの讃岐 第21号～第24号、鴨部・り|1田遺跡 I、 空港跡地遺跡発掘調査概

報 ―平成9年度 、県道・河川関係埋蔵文化財発掘調査概報 ―平成9年度 、国道バイ

パス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 ―平成9年度 、四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査概報 ―平成9年度―、旧練兵場遺跡、松並。中所遺跡、西打

遺跡・高松城跡〔西の丸町)、 原中村遺跡、財団法人香川県埋蔵文化財調査セン

ター研究紀要Ⅵ、財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報 平成9年度、川津

一ノ又遺跡Ⅱ、瀧川五条遺跡Π・飯野東分山崎南遺跡、空港跡地遺跡Ⅲ、ふるさと

歴史見つけた !引 田・自鳥。大内一

香川県埋蔵文化財調査年報 ―平成8年度―・平成9年度 、埋蔵文化財試掘調査報告

XI、 旧練兵場遺跡Ⅳ、香川県中世城館跡詳細分布調査概報 ―平成9年度 、千町遺

跡発掘調査報告書

三木町内遺跡発掘調査報告書

富田茶臼山古墳陪塚群

四国縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書XⅡ 、登畑遺跡、斎院・古照 (遺物

編)、 火内遺跡・臥間遺跡、四村日本遺跡遺跡、西野春日谷遺跡・通谷池2号墳、湯築
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(財 )松山市生涯学習振興財団

重信町歴史民俗資料館

【高知県  39」

(財 )高知県文化財団

南国市教育委員会

高知県立歴史民俗資料館

r福岡県 ィω
(財 )北九州市教育文化事業団

福岡市埋蔵文化財センター

久留米市埋蔵文化財センター

福岡県教育委員会

福岡市教育委員会

北九州市教育委員会

大野城市教育委員会

津屋崎町教育委員会

夜須町教育委員会

頴田町教育委員会

大刀洗町教育委員会

北九州市立考古博物館

九州歴史資料館

芦屋町歴史民俗資料館

伊都歴史資料館

福岡大学人文学部考古学研究室

r佐賀県 47」
佐賀市教育委員会

城跡、まいぶんえひめNo.25、 糸山5号土坑墓。糸山ミカン谷遺跡・姫内城跡Ⅱ次、

中駄場遺跡

大峰ヶ台遺跡Ⅱ -9次調査一、朝日谷2号墳、和気・堀江の遺跡Ⅱ、石井。浮穴の遺跡、

福音寺地区の遺跡Ⅱの遺跡、松山市埋蔵文化財調査年報X―平成9年度―

拝志古窯群西地区報告書

高知県埋蔵文化財センター年報 5・ 6・ 7、 具同中山遺跡群 I、 具同中山遺跡群Ⅱ―

I、 具同中山遺跡群Ⅳ、、南浦遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書、飛田坂本遺跡、介

良遺跡、船戸遺跡、小籠遺跡Ⅲ、陣山遺跡・陣山北三区遺跡、栄工田遺跡、山田三ツ

又遺跡、尾立遺跡、八田神母谷遺跡、

岩村地区県営圃場に伴う岩村遺跡群発掘調査概要、岩村遺跡群Ⅱ、自猪田遺跡

岡豊風日第27号～第31号、高知県立歴史民俗資料館研究紀要 第7号・第8号

小倉城跡2、 大畠遺跡、金丸遺跡2、 堺町遺跡2、 乙丸宮ノ下遺跡、小倉城下屋敷跡、

紀要 ―第 12号―、埋蔵文化財調査室年報14

福岡市埋蔵文化財センター年報 第17号 ―平成9年度―

筑後国府跡、京隈小路遺跡 ―第2次調査―、旗原遺跡、筑後国府跡 第148次調査、筑

後国府跡 第149次調査、筑後国府跡 第151次調査、大善寺遺跡Ⅱ、鑓水古墳群
―第2次調査 、筑後国府跡。国分寺跡、平成9年度久留米市内遺跡群

福岡県埋蔵文化財発掘調査年報 ―平成7年度 、鈴ヶ山遺跡。広ミ遺跡、貝元遺跡

I、 下唐原宮園遺跡、穴田古墳群・覗山城跡、下高橋馬屋元遺跡 (2)、 上桑野遺跡、

大塚本遺跡、郷ヶ原遺跡、九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告書
-48～

52-、 諸田仮塚遺跡、以来尺遺跡Ⅱ、鷹取五反田遺跡 I

今山遺跡 ―第7次調査の報告 、松木田遺跡群 ―第2次・第3次調査―、麦野 B遺跡 ―第

3次。第4次発掘調査報告―、国道202号線今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告

Ⅶ、中南部 (5)、 多々良込田遺跡Ⅳ、金武古墳群、鴻臆館跡 9、 吉塚遺跡 5、 雀居遺跡

4、 雑飩隈遺跡4、 井尻 B遺跡6、 箱崎遺跡5。蒲田部木原遺跡 5、 野方岩名隈 1・藤崎

12、 三苫遺跡群 3、 箱崎6、 下月隈 C遺跡2、 和田B遺跡Ⅱ、板付周辺遺跡調査報告

書第19集、飯氏古墳群 B群第14号古墳、入部Ⅷ、吉武遺跡群 X、 野芥遺跡2・ 3、 那

珂遺跡20、 那珂遺跡群21、 有田・小田部 第31集。第30集、吉塚3～ 6、 福岡外環状
道路関係埋蔵文化財調査報告 4-05、 比恵遺跡群 (25)0(26)、 博多61～ 65、 福岡

市埋蔵文化財年報vol.11

冷水遺跡第2地点、片伊田遺跡Ⅵ区、廣隆寺跡、乙丸遺跡第2地点、紅梅 (A)遺跡第

3地点、小倉城跡Ⅳ、小倉城跡Ⅳ、中尾遺跡、天神遺跡

大野城市の文化財 第30集、谷川。池田・池ノ上遺跡、石勺遺跡Ⅲ―A・ B・ C,E・ I

地点の調査―、後原遺跡 I―第1次～6次調査―

須多田古墳群、勝浦北部丘陵遺跡群、生家釘ヶ裏遺跡

池田。黒水遺跡、百万遺跡、大坪遺跡、松崎遺跡Ⅱ、松崎遺跡 I、 法福寺遺跡、切杭

遺跡

鹿毛馬神籠石

本郷野開遺跡Ⅱ、本郷野開遺跡Ⅲ・Ⅳ、高樋塚添遺跡Ⅱ

西と東の縄文土器 ―土器が語る縄文時代の日本列島一

九州歴史資料館年報 ―平成9年度―

芦屋町遺跡詳細分布調査報告書

泊桂木遺跡、川原川右岸地区遺跡群Ⅱ

上自井日吉古墳、国史跡 五郎山古墳

金立遺跡Ⅱ、久富遺跡・友貞遺跡。東千布遺跡、牟田寄遺跡Ⅵ、修理田遺跡Ⅱ、若宮

原遺跡 (203区 )、 東千布遺跡 (5区 )、 坪の上遺跡 I、 コマガリ遺跡、琵琶原遺跡6区
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鎮西町教育委員会

佐賀県立博物館

【長崎県  ″」
宇久町教育委員会

【熊本県  

“

J
人吉市教育委員会

宇土市教育委員会

L大分県  イイ」
大分県教育委員会

佐伯市教育委員会

三光村教育委員会

L麗児島県 イω
鹿児島大学埋蔵文化財調査室

r個人 ・ そ の 他」

大谷壽文

間壁蔑子

宮回公子

全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会

全国埋蔵文化財法人連絡協議会

(株)小峰書店

の調査、佐賀市埋蔵文化財確認調査報告書 1993・ 1994年度―、赤井手遺跡1区・

先立山遺跡1区

松浦鎮信陣跡・細川忠興陣跡、塩鶴遺跡

調査研究書 [第 19集]～ [第22集 ]、 年報No.28、 佐賀県立博物館所蔵品目録 (動物・

地質。模型)、 佐賀県立博物館所蔵品目録 (歴史・美術 I)、 佐賀県立博物館所蔵品

目録 (民俗)、 佐賀県立博物館所蔵品目録 (考古 )

宇久松原遺跡

史跡 人吉城跡

椿原古墳

日田市高瀬遺跡群の調査 2、 かわじ池遺跡、一般国道10号線中津バイパス埋蔵文

化財発掘調査報告書 (5)、 佐寺原遺跡・尾漕遺跡群。有田塚ヶ原古墳群

天祐館遺跡、樫野古墳

三光地区遺跡群発掘調査概報Ⅳ、三光村の遺跡

鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報12

下津丼台場と凌波隊、琴浦の祭りとだんじり

「古代出雲と医薬」への覚書き (抜刷 )

国府遺跡の謎を解く

公立埋文協会報 第21号・第22号

全国埋文協会報No。49～No.52

室町幕府と民衆の成長
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